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　1．目的

　彩度が快適感に影響を及 ぼす重要な要因の
一

つ

で ある こ とが、近年様々 な研究に よ っ て 示 され て

い る
1〕 ’2｝’3）

。今後複雑化 した色彩環境を整備 し

て い くた めに は 、 快適感 と密接 に結び つ くと思わ

れ る他の 心理的印象の 定量化 も検討され るべ きで

ある 。

　そ こ で 、 本研究で は 、 彩度変換手法を用 い て 画

面の 彩度のみ を変化させ る こ とに よ り、彩度が変

化 した ときの 色の見 えや 画像の 印象の 変化を定量

化する こ とを目的 とする。また、彩度変換法によ

る色彩環境の 評価 が画面の 主要 な色に影響を受け

て い るか どうか を検討 した 。

2．実 験 1

　2．1　 方法

　2．1．1　 被験 者

　21 才〜 26 才の 男女各 IO名

　2．1．2　刺激

　雑誌 よ り選択 した室内の カ ラ
ー
写真をカ メ ラで

取 り込 んだ画像 18枚。

　2．1．3　 手続 き

　 （1）彩度変換法に よる最適彩度 の 決定課題

　デ ジ タイザーを動か して彩度変換率 0 （輝度情

報の み の無彩色画像）か ら彩度変換率 LO （オ リ

ジナル の有彩色画像）の 問で 自由に画像の 彩度を

変化させ 、指定された基準に最 も該当する画像 に

なる ように彩度 を設定させ た。 基準は 「初め て 画

面の 一
部に色が つ い た」　「初め て 画面全体に色が

つ い た」　「最 もふ さわ しい 」　「最 も落ち着 く」

「最 も色の 調和が感 じられ る」　「最 も自然」　「最

も美 しい 」　「最 も快適j の 順 に指定 され 、一つ の

基準 に対する設定が全て の 画像で行 われ て か ら次

の 基準 が 指定され た 。 画像は 設定が終了する まで

提示 された 。

　 （2）主観評価課題

　オリジナル画像の全体的な印象に関 して 明る さ、

鮮 やか さ 、 色の 数、調和度、快適感の 5項 目を 11

段 階で評価 させ た 。 画像の提示時間は 40秒で あ っ

たが 、 評価終了次第次の 画像 が提示 され た 。

　2，2　結 果 と考察

　図董に、各印象項目に対す る平均彩度変換率を

画像 ごとに プ ロ ッ トした 。 図 1 よ り、彩度を無彩

色か ら徐々 に上げて い くとまず画面の
一

部に 、 次

に画面全体に色が つ きは じめ た と感じ 、 さらに彩

度を上げて い くと 「落ち着 く」　「快適」　「自然」

と感 じ、それ らよ り少 し高い 彩度で 「ふ さわ しさ」

「調和」　「美 しさ」が感 じられ る こ とが 示さ れ た 。

また、各印象項目に対する 平均彩度変換率は どの

項 目間に お い て も正 の 相関が見 られ、彩度の 変化

が全て の 印象項 目に同 じよ うに影響を及 ぼ して い

る こ とが分か っ た 。
こ の こ とか ら 、 彩度が 環境の

印象評価 にお い て 重要な要因で ある こ とが示唆 さ

れ た 。 また 、 快適感評価値 と全て の 印象項 目に対

する彩度変換率 との 問に正 の 相関が見 られ た こ と

か ら、彩度変換手法に よる印象評価が 環境の 快適

感評価の た め の 有効な手段で ある こ とが示唆され

た 。
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　さらに 、オ リジナ ル 画像の メ トリ ッ ク彩度 （心

理 的なあざや か さ と相関が非常に高 い 測色量）と

各印象項目に対す る彩度変換率との 問に負の相 関

が見 られた こ とか ら も、 彩度が高い 画像はあま り

快適では ない こ とが確認され た 。

3．実験 2

3．1　方法

　3．1．1　被験者

　17〜26才の 男女 25 名

　3．1．2　刺 激

雑誌お よび広 告 よ り選択 した室内の カ ラ
ー写真

をカ メ ラで 取 り込ん だ画像 40 枚。

　3．1．3　 手続 き

　 （1）カ テ ゴ リカ ル カ ラ
ーネーミ ン グ諜題

　約 3秒間画像 を観測 させ た後、思 い 出せる色を

印象の 強か っ た もの か ら順 に 「単
一の 色名」　「形

容詞や複合語は用 い ない 」　「無彩色 も色として 含

む」とい う条件 に従 っ て用紙 に記入 させた。 記入

時間に は制限が なか っ た 。

　 （2）彩度変換法に よ る最適彩度の 決定課題

設定の 方法は実験 1 と同 じで あ っ たが 、基準は

実験 1 で 使用 され た基準の うち代表 と して 「画面

の
一

部に色が つ い た」　「画面全体に色が っ い た」

「最も色の 調和が 感 じられ る」 「最 も快適」の 4

つ が選択され た 。

　 （3）主観評価課題

実験 1 と岡 じで あ っ た 。

3．2　結果 と考察

　カテ ゴ リカ ル カ ラーネーミン グ に よ っ て 報告さ

れた順 に色に得点 （5点 、 4 点 、 3 点 、 2 点、
1

点）をつ け て 80 点以 上 の色 をそ の 画像 の主要色

と し、 特に得点の 多か っ た赤、青、緑 、黄、白ご

とに画像を分類 した。 図 2 に、各印象項 目に対す

る最適メ トリ ッ ク彩度を主要色別 に平均 した もの

をプロ ッ トした 。 　「一部」　「全体j に対する最適

メ トリ ッ ク彩度 に差 は見 られ ない が、 「調和」

「快適」に対 して は、黄色を主要色とする画像 の

最適メ トリ ッ ク彩度が他の 色の もの よ り高い こ と

か ら、彩度変換法 に よる色彩環境 の 評価は 画面の

主要な色 に影響を受け てい る可 能性が示唆された 。
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図 2 　 画 燥 を 主 要色 別 に 分類 した 場合 の 各印象

　　　項 目に 対す る 平均最適 メ トリッ ク彩度
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